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1. 研究背景 
 ベリリウム（Be）は，国際熱核融合実験炉

（ITER）においてプラズマと直接面する第一壁

材料としての使用が予定されている．第一壁は

プラズマから漏洩する水素同位体やヘリウム

に曝される．それらの材料中における滞留挙動

は，炉の安全性維持やプラズマの密度制御にか

かわる重要な問題として認識されている．しか

しBeに関しては，取り扱いの難しさから水素保

持特性への研究が十分ではない．そこで本研究

は，Beにおける水素保持特性へ与えるヘリウム

の影響を微細組織の観点から調査することを

目的とした． 
2. 実験方法 

本研究では，イオン銃，昇温脱離分光装置

（TDS），透過型電子顕微鏡（TEM）を用いて

調査を行った．試料温度をR.T. ~ 673 Kの範囲で

制御したBe試料に3 keV-D2
+，3keV-He+を照射量

1x1021~22 ions/m2で照射した．照射後にTDSを用

いて，昇温速度1 K/sで，R.T.-1173 Kまで昇温し，

温度とガス放出速度の関係を調べた．またガス

放出と微細組織挙動との相関を調べるために

照射下・昇温下でのTEMその場観察を行った．

さらに，水素とヘリウムを高分解に分離して分

析するため京都大学の高分解能STEM-EELSに
よるEELS測定を行った． 
3. 実験結果 

Fig.1は室温で単独D照射，およびD照射後に

He追照射(D>He)したBeからのD放出スペクト

ルを示している． He追照射し試料からの800 K
付近のD放出量は，単独D照射と比べて明瞭に

減少していることを確認した．この放出温度域

でTEM観察を行ったところ，バブルの消滅が確

認できバブルからのD放出であることが示唆さ

れた． 
Fig.2は，673 Kで（a）単独D照射，および（b）

D照射後He追照射したBe内部の水素およびヘ

リウムに対応するEELSマッピング（Red：水素，

Green：ヘリウム）を示す．He追照射すること

によってバブル内部の水素スペクトル強度が

減少しており，D保持量が減少することが考え

られる．またFig.2（b）から，水素のシグナル

はバブル表面近傍に偏在しており，Dは，バブ

ル内表面近傍にトラップされることが示唆さ

れた． 
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Fig. 1 室温で D 照射及び D⇒He 照射した

時の Be から D 放出スペクトル 

Fig. 2  673K で（a）単独 D 照射と（b）
D⇒He照射したBe内部のEELSマッピン

グ（Red：水素，Green：ヘリウム） 


